「イエス様の愛」　ルカ２３：34　2011年4月10日　聖日家族礼拝
今日のお話は、今から10年くらい前の、本当にあったお話です。

1. その夜、ノブ先生は外へゴミを出しに行きました。家の中のゴミを、外のガベージキャンに入れに行ったのです。

2. その時です！ゴミ箱の後ろで、何やらあやしくうごめく影が！？　ノブ先生はすっかりびびってしまいました。

「だ、だ、だれだぁ…、か、か、かくれてないで…、で、で、でてこぃ…」

3. 何とそこから出てきたのは、小さなかわいい子供のラクーン(アライグマ)だったのです。

4. 影の正体が子供のラクーンだとわかって、すっかり気が大きくなったノブ先生は・・・

「おい、うちのゴミ箱を荒らすんじゃない！あっち行け、しっ、しっ！！」

・・・と、その時です！

5. 「うちの子に何すんのーっ！」とは言いませんでしたけど、怒って出てきたのは母親ラクーンだったのです。ラクーンはもちろん言葉を話すことはできませんけど、子供を守るために立ちはだかった母親ラクーンのその姿は、「うちの子に手を出したら、タダじゃおかないわよっ！」というものだったのです。

・・・さてここで問題です。ノブ先生の前に立ちはだかった母親ラクーンですが、その母親ラクーンを見たノブ先生は、この後どうしたと思う？

6. ①逃げた・・・母親ラクーンに脅されて怖くなって一目散に逃げた。

7. ②戦った・・・ノブ先生は勇敢にも母親ラクーンに戦いを挑んだのです。

8. ③微笑んで見送った・・・子供を守ろうとした母親ラクーンの姿に感動した。
9. さて、どれが正解でしょう？　①逃げた　②戦った　③感動しながら微笑んで見送った

10. はい、答えは③でーす！

11. ラクーンは、ノブ先生よりもずっとずっと小さかったです。でもそんな小さなラクーンが、自分よりも大きなノブ先生の前に立ちはだかりました。

たとえ戦ったとしても、ノブ先生に勝てるはずがありません。でも子供を守るために必死になって立ち向かおうとしている母親ラクーンの愛に、ノブ先生は激しく感動しました。

イエス様の愛って、こういうことなのかなーって、そう思いました。行ってはいけないところへ行ったり、やってはいけないことをやったりして、滅んでいく私たちのことを助けるために、救い出すために、イエス様は十字架に命を投げ出してくださいました。それがイエス様の愛です。

12. 「そのとき、イエスは言われた、『父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何をしているのか、わからずにいるのです』。」ルカ２３：３４
イエス様は私たちのことを、命をかけて救い出してくださいました。何をしているか分からないで罪をおかしている私のために十字架にかかってくださったのです。それほどイエス様は、あなたのことを愛していてくださるのですね。
おしまい。

